
学校と家庭をつなぐ、保護者視点の広報誌

　皆さんは、長工定育友会がどんな活動をしているかご存じですか？
　これまでクラス役員すらしたことがなかった自分が、なぜか今年度「会長」という役目をいただきました。そんな
自分のできることとして、まず「長工定の育友会ってどんな活動をしているのか」を知り、それを皆さんと情報共有
できる広報紙を作ろうと考えました。この紙面が、学校と家庭をつなぐ一助となればと願っています。
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第８回体育祭（2022/11/29）

  ４月 ……………………………………………………【校内】育友会会計監査
  ５月 ……………………………………【校内】長工定育友会評議員会・総会 
  ６月 ……………… 長崎地区公立高等学校ＰＴＡ連合会春季総会（不参加）
 九州地区高等学校ＰＴＡ連合会大会 長崎大会（不参加）
  ７月 ……………………… 長崎県定時制通信制教育振興会総会（書面開催）
 【校内】教科書選定委員会
  ９月 …………………………………長崎県立工業高等学校ＰＴＡ連絡協議会
10月 …………………………長崎地区公立高等学校ＰＴＡ秋季総会・研修会 

  ３月 …………………………………………………………… 【校内】卒業式



　視聴覚室にて育友会役員である保護者と教職員が一同に介し、昨年度の会計監査・行事実施報告と今年
度の予算・行事予定について承認決議が行われました。その他に担任紹介や学校評価アンケートの結果説
明、また学校の取り組みや生徒の資格取得実績の紹介なども行われました。

　5月の総会を前に、監査役員２名にて令和 3年度の学校諸費会計の監査を実施しました。出納簿・証
拠書類・預金通帳を照合し、収支および支出とも適正に処理されていることを確認しました。

長工定育友会の令和４年度は
こんな取り組みをしました！！
「長工定の育友会って何をするんだろう？」と思いながらスタートした令和４年度。

実は今年、こんな事をしていました。皆さんはご存じでしたか？

　育友会会長と副会長の２名が選定委員として学校長より委嘱を受
け、来年度に使用する教科書について各教科の先生方から実物を見
ながらの説明を受けました。これは、適切な教科書選定が行われて
いるかを外部の第三者がチェックし、公正な教科書選定にするため
に行われているそうです。
　長工定ではどの教科も、複数の選択肢の中から「より見やすく、
生徒が理解しやすい」事を重視して選んでいると感じました。

各教科ごとに担当の先生から説明を受けました

　長崎県内の５工業高校の全日制・定時制それぞれの代表者
が集まり、研修会（講演会）と協議が行われました。長工定
からはこれまで参加したことがありませんでしたが、今回は
教頭先生と育友会会長の２名が出席して初参加となりました。
　講演会では「Society 5.0 の社会ではばたける人材」につい
ての説明と、各地の実業高校におけるユニークで先進的な取
り組み事例の紹介があり、非常に興味深い内容でした。また、
その後の協議では生徒の就職支援について保護者・教員の意
見が交わされるなど、大変有意義な会となりました。

山口大学知的財産センター　陣内秀樹先生による講演

初参加！初参加！

　春の総会は参加できませんでしたが、秋の総会・
研修会は教頭先生と育友会会長の２名が参加しま
した。
　総会のあと、郷土資料センターの資料閲覧室お
よび日頃入れない閉架書庫の中まで見学をさせて
いただきました。その後は「思春期の子どもへの
上手な関わり」をテーマに、ながさきファミリー
プログラムのワークショップを皆で体験し、意見
交換と交流を深めることができ、実り多い会とな
りました。

育友会費の使いみちは？
　保護者の皆さんからお預かりする育友会費。これまでは月額400円でしたが、ここ数年は繰越額
が増額しているため価格の改定が総会で決議され、2022年６月からは月額300円となりました。
　今年度はこの育友会費がどんな事に使われたのかをご紹介します。

「思春期だなあと思う我が子の言動」について書き出し、話し合うワークショップ

センター２階の閉架書庫を見学する一行



　出発前日から当日朝にかけて「10年に一度の寒波」の予報。気象庁が「不要不急の外出
を控えるように」と異例の注意が出されました。旅行中は問題なさそうなものの、出発当
日の朝に空港まで行けるかどうかが最大の懸念となりました。
　そんな中、学校が下した決断は異例の「前日のうちに大村市内に入る」というものでし
た。午前中に保護者へ打診連絡があり、その日の夜には「前泊」の案内プリントが配布さ
れました。１日早まった出発に、生徒たちは慌てて荷造りを済ませることになりました。

交通網のマヒに備え、「前泊」の決断

修学旅行、ついに実 ！！
　2023 年 1月 25日（水）～ 27日 (（金）の日程で、3年ぶりに 3年生の修学旅行が実施されました。
　心配されていたコロナ禍による移動規制も無く安堵していたものの、よりによって出発当日に大寒波の襲来が重なって
しまいました。生徒たちが飛行機で無事に飛び立つまでには、先生方の並々ならぬ苦労がありました。

　前夜から降り始めた雪は次第に強まり、気温も低下。移動に使う予定だった空港リム
ジンバスも午後運休が決まり、急遽ＪＲ在来線での移動に変更となりました。積雪で長
崎バイパスや高速道が通行止めになり一般道もほぼマヒ状態となっていく中で、ＪＲ在来
線は最後まで運休することなく無事に大村入りを果たしました。そして空港に近い大村
工業高校にご協力いただき、校内の合宿施設「放虎寮」に宿泊して翌朝に備えることが
できました。

刻々と変化する状況の中、大村市内へ

　そして迎えた当日の朝。気温は氷点下で道路
は懸念通り各所で通行止めとなっていましたが、
空は嘘のように晴れ渡り、飛行機は予定通り運
航となりました。幸い大村工業高校は空港の目
の前。一行は徒歩で橋を渡って無事に空港入り
を果たし、大阪に飛び立つことができました。

← 修学旅行の様子は、学校ホームページで見ることができます。

長崎工業高等学校（定時制）ホームページ：　「第３学年　修学旅行について」
http://www2.news.ed.jp/bunrui/syoukai/topics/70362topics/r4/176073.html

歩いて空港へ

編 集 後 記

　我が子が入学して３年、つねづね感じることは、生徒数の少なさを活かして生徒や保護者に寄り添ってくださる先生方の姿勢
でした。本校の育友会活動が少なかったのも、多忙な保護者の負担を気遣ってのことと知りました。また修学旅行では、生徒の
ために最後の最後まであきらめず実現された先生方の姿勢に本当に頭の下がる思いでした。この１年間に私が見たもの、そして
感じたことが、保護者の皆様に少しでも伝われば幸いです。
　また、この広報紙作成に際しご尽力いただいた先生方、そして参考資料として自校の広報誌をご提供くださった学校の皆様に、
心より感謝申し上げます。１年間本当にありがとうございました。

（育友会会長　佐田）

急遽配布された行程変更の案内

線路が雪で覆われたＪＲ在来線（諫早駅）

25日朝の道路交通情報
（黒い道路は通行止め）

空港への橋を徒歩で渡る生徒たち 飛行機は飛び立ち、いざ大阪へ！
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先生方におかれましては厳しい状況の中、諦めず臨機応変に対応して
旅行を実現していただき、本当にありがとうございました！


